


佐
賀
県
文
化
財
第
二
十

一
集

調

査

報

告

書鳥
栖
市
山
浦
古
墳
群

教
育
方
文
化
課

佐

賀

県

教

育

委

員

会



発
刊
の
こ
と
ば

佐
賀
県
住
宅
供
給
公
社
が
分
譲
住
宅
を
建
設
す
る
予
定
地
で
あ
る
鳥
栖
市
大
宇
山
浦
字
五
本
谷
二
四
六
六
の
一
番
地
の
低
丘
陵
地
に
古
墳

群
が
築
成
さ
れ
て
い
る
乙
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
の
は
、
こ
の
低
丘
陵
上
の
樹
木
が
伐
採
さ
れ
た
昭
和
四
十
四
年
十
一
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

県
教
育
委
員
会
は
、
県
住
宅
供
給
公
社
へ
古
墳
群
の
存
在
を
連
絡
す
る
と
と
も
に
、
工
事
着
工
前
に
お
け
る
古
墳
群
の
発
掘
調
査
の
必
要
性

を
認
め
、
そ
の
善
処
方
に
つ
い
て
申
し
入
れ
た
。

県
住
宅
供
給
公
社
理
事
長
か
ら
県
教
育
委
員
会
に
対
し
て
、
乙
の
古
墳
群
の
緊
急
発
掘
調
査
の
依
頼
が
あ
っ
た
の
で
、
県
教
育
委
員
会
で

は
山
浦
古
墳
群
発
掘
調
査
委
員
会
を
設
け
、
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
。
年
頭
の
寒
天
の
も
と
で
、
短
期
間
に
こ
の
調
査
を
実
施
し
て
い
た
だ

い
た
調
査
員
の
皆
さ
ま
方
の
労
苦
に
対
し
て
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
る
と
と
も
に
、
多
忙
の
際
に
乙
の
報
告
書
を
ま
と
め
て
い
た
だ
い
た
執
筆

者
の
方
々
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
報
告
書
は
、
短
期
間
で
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
将
来
さ
ら
に
再
検
討
を
要
す
る
点
も
あ
ろ
う
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
が
、
県
内
の
群
集
墳
と
し
て
は
、
極
め
て
特
色
あ
る
も
の
の
一
つ
と
し
て
、
古
墳
時
代
に
お
け
る
墓
制
研
究
上
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
り
、

古
墳
文
化
の
研
究
に
貢
献
す
る
と
こ
ろ
も
あ
ろ
う
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
広
く
資
料
と
し
て
活
用
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。
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一
、
発
掘
調
査
の
経
過

鳥
栖
市
山
浦
古
墳
群
の
発
掘
調
査
は
、
佐
賀
県
住
宅
供
給
公
社
の
住
宅
建
設
に
伴
の
う
緊
急
調
査
で
あ
っ
て
、
県
教
育
委
員
会
が
住
宅
供
給
公

社
の
依
頼
を
受
け
て
、
調
査
を
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
県
教
育
委
員
会
は
、
山
浦
古
墳
群
発
掘
調
査
委
員
会
を
設
け
、
昭
和
四
十
五
年

一
月
八

日
か
ら
一
月
十
四
日
ま
で
七
日
間
の
予
定
を
も
っ
て
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
。

し
か
し
、
調
査
期
間
が
短
か
か
っ
た
上
に
、
遺
構
は
予
想
外
に
複
雑
で
あ
っ
た
た
め
、
発
電
ラ
ン
プ
使
用
に
よ
る
夜
間
作
業
を
継
続
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
非
常
に
苦
し
い
調
査
と
な
り
、
寒
気
も
相
当
に
ひ
ど
く
て
調
査
員
の
疲
労
は
図
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
最
後

に
発
見
さ
れ
た
一
基
は
、
遂
に
調
査
を
完
了
す
る
乙
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
調
査
期
間
が
す
ぎ
た
後
、
鳥
栖
工
業
高
等
学
校
の
松
隈
嵩
・
大

隈
倍
両
教
諭
の
指
導
に
よ
り
鳥
栖
工
業
高
等
学
校
の
生
徒
に
よ
っ
て
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。

鳥
栖
市
麗
公
民
館
を
調
査
団
本
部
と
し
て
、
調
査
員
は
こ
乙
に
宿
泊
し
、
入
浴
は
公
民
館
お
よ
び
麓
小
学
校
の
世
話
に
な
っ
た
。
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木
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明
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会

西

有

田

町

公

民

館

東

脊

振

村

公

民

館

中

原

町

民

公

上

公

民

本す

峰

鳥

栖

工

業

高

等

学

校

臼

石

中

学

鹿

島

市

東

部

中

学

校

神

学

崎

中

佐
賀
大
学
考
古
学
研
究
会

東
田
福
男
、
原
野
直
人

堤

広
美

淵
上
茂
生

吉
永

誠

副
島
夏
美

自官

有
馬

実

館

碇

勝
征
、
福
永
ミ
ツ
ヨ

松
隈

嵩
、
大
隈

'悟

校

石
隈
喜
佐
雄

佐
々
木
勝

校

柳
川
俊

正
木
勝
利
、
山
下
雅
弘
、
宝
蔵
寺
博
、
大
坪
賢
市
、
古
賀
紀
裕
、
木
下
ち
さ
と
、
藤
井
要
、
原
崎
寿
、

2 

発
掘
調
査
日
誌

鹿
島
高
等
学
校
生
。
佐
賀
東
高
等
学
校
生
。
鳥
栖
工
業
高
等
学
校
生

井
手
口
正
博
、
桝
谷
秀
秋
、
合
原
茂
宜
、
藤
一戸
直
美
、
菊
川
一
夫
、
中
村
節
次

一
月
八
日

(
木
)

晴
天
時
々
曇

十
一
時
か
ら
現
地
の
第
一
号
墳
の
と
こ
ろ
で
鍬
入
れ
式
を
挙
行
す
。
事
業
者
側
と
し
て
江
川
県
住
宅
供
給
公
社
事
務
局
長
、
発
掘
調
査
委

員
会
側
と
し
て
白
浜
県
社
会
教
育
課
長
の
ほ
か
調
査
員
一
五
名
、
地
元
鳥
栖
市
教
育
委
員
会
教
育
次
長
等
が
参
列
す
。



-
十
三
時
よ
り
十
七
時
五
十
分
ま
で
発
掘
作
業
を
行
な
う
。
第
一
号
墳
と
第
二
号
墳
と
の
石
室
内
落
下
土
砂
の
排
土
作
業
、
第
三
号
墳
と
第

四
号
墳
の
内
部
主
体
の
確
認
調
査
作
業
を
四
班
編
成
で
実
施
す
。

一
月
九
日

(
金
)

晴
天
時
々
曇

七
時
五
十
分
か
ら
十
八
時
ま
で
五
班
に
分
か
れ
て
発
掘
作
業
を
実
施
す
。
第
一
号
墳
の
石
室
内
落
下
土
砂
の
除
去
、
第
二
号
墳
の
石
室
内

落
下
土
砂
の
除
去
と
羨
道
部
の
調
査
、
第
三
号
墳
は
内
部
主
体
が
粘
土
榔
で
あ
る
乙
と
を
確
認
し
そ
の
清
掃
と
封
土
断
面
の
調
査
、
第
四

号
墳
の
内
部
主
体
も
第
三
号
墳
と
同
じ
く
粘
土
細
川
で
あ
り
鉄
剣
一
口
出
土
、
第
五
号
墳
は
内
部
主
体
の
構
造
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
鉄

万
一
口
が
出
土
。

一
月
十
日

(
土
)

曇
天
時
々
小
雨

七
時
五
十
分
か
ら
十
八
時
十
分
ま
で
、
発
掘
作
業
と
遺
物
の
水
洗
い
作
業
を
実
施
し
、
夜
間
は
遺
物
の
整
理
お
よ
び
実
測
を
行
な
う
。

一
月
十
一
日

(
日
)

曇
天
の
ち
晴

七
時
五
十
分
よ
り
十
八
時
十
分
ま
で
現
地
作
業
、
夜
間
は
宿
舎
で
遺
物
の
整
理
作
業
を
行
な
う
。
第
一
号
墳
は
玄
室
の
排
土
作
業
を
終
り

羨
道
部
の
排
土
作
業
に
移
る
、
第
二
号
墳
は
玄
室
お
よ
び
前
室
の
排
土
作
業
終
了
、
第
三
号
墳
は
粘
土
構
内
部
の
清
掃
を
終
り
写
真
撮
影
、

第
四
号
墳
の
実
側
、
第
五
号
墳
は
内
部
主
体
が
土
拡
と
推
定
さ
れ
る
が
遺
構
の
確
認
が
で
き
ず
本
日
で
作
業
を
中
止
す
、
第
六
号
墳
の
内

部
主
体
は
箱
式
石
棺
で
石
棺
内
南
端
か
ら
玉
類
出
土
、
第
七
号
墳
の
内
部
主
体
は
箱
式
石
棺
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
蓋
石
上
部
の
排
土

作
業
を
終
り
査
石
の
実
測
、
第
八
号
墳
の
石
室
内
落
下
の
石
や
土
砂
の
除
去
作
業
、
遺
構
の
可
能
性
が
考
慮
さ
れ
る
地
点
二
か
所
に
ト
レ

ン
チ
を
設
定
し
発
掘
。

一
月
十
二
日

(月)

晴
天
時
々
曇

八
時
よ
り
現
地
調
査
を
開
始
し
た
が
、
予
定
期
間
内
の
終
了
が
困
難
視
さ
れ
る
た
め
、
発
電
機
を
借
用
し
て
夜
間
作
業
を
継
続
し
、
翌
朝



四

二
時
に
現
地
作
業
を
打
切
る
。

第
一
号
墳
の
羨
道
部
の
排
土
作
業
終
了
し
写
真
撮
影
、
第
二
号
墳
の
羨
道
部
の
排
土
作
業
完
了
、
第
三
号

墳
は
実
測
に
着
手
、
第
六
号
墳
の
石
室
実
測
を
な
し
断
面
図
の
み
終
了
、
第
七
号
墳
は
蓋
石
を
は
ず
し
石
棺
内
の
排
土
作
業
を
行
な
っ
た

が
壁
面
は
鉄
丹
塗
り
で
遺
物
は
発
見
さ
れ
ず
、
第
八
号
墳
の
石
室
内
の
塊
石
お
よ
び
土
砂
の
排
除
作
業
を
行
な
い
夜
間
作
業
の
際
は
全
員

乙
れ
に
当
り
床
面
を
残
し
ほ
ぼ
終
了
、
第
九
号
墳
は
蓋
石
の
欠
失
し
た
箱
式
石
棺
で
あ
っ
た
が
内
部
清
掃
の
結
果
東
側
か
ら
玉
類
を
相
当

数
発
見
す
。

遺
構
の
可
能
性
あ
る
三
カ
所
を
選
ん
で
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
調
査
に
当
っ
た
が
遺
構
は
確
認
さ
れ
ず
。

一
月
十
三
日

(
火
)

曇
天

八
時
か
ら
十
八
時
ま
で
現
地
作
業
を
継
続
し
、
十
九
時
か
ら
宿
舎
に
お
い
て
調
査
員
の
分
散
会
を
開
催
し
た
が
、

実
測
完
了
の
見
通
し
が

つ
か
な
い
た
め
、
二
十
一
時
か
ら
翌
朝
二
時
ま
で
一
部
の
調
査
員
は
発
電
機
を
使
っ
て
第
一
号
墳
と
第
九
号
墳
と
の
実
測
に
当
る
。
第
八

号
墳
の
石
室
内
へ
落
下
し
て
い
る
巨
石
の
排
除
に
時
間
が
か
か
り
作
業
余
り
進
捗
せ
ず
、
第
一

O
号
墳
は
周
濠
の
存
在
と
構
造
と
を
確
認

し
た
が
内
部
主
体
は
未
確
認
、
第
一
・
第
二
・
第
六
・
第
七
・
第
八
・
第
九
の
各
号
の
実
測
を
分
担
し
て
実
施
、
鳥
栖
工
業
高
校
生
四

O

名
の
援
助
を
受
く
。

一
月
十
四
日

(
水
)

曇
天

八
時
二
十
分
よ
り
十
八
時
ま
で
現
地
作
業
を
実
施
し
た
が
、
調
査
員
は
分
担
し
て
宿
舎
や
遺
物
の
整
理
作
業
、
鳥
栖
市
教
育
委
員
会
お
よ

ぴ
鳥
栖
工
業
高
校

へ
の
あ
い
さ
つ
、
発
堀
用
具
の
運
搬
等
に
当
る
。
第
一
・
第
二
・
第
三
・
第
六
・
第
七
・
第
九
号
の
実
測
を
継
続
し
完

了
、
第
八
号
墳
は
石
室
内
の
排
土
作
業
を
午
前
中
に
終
り
午
後
実
測
、
第
一

O
号
墳
は
周
濠
の
部
分
の
発
堀
を
継
続
す
る
と
と
も
に
内
部

遺
構
の
確
認
に
努
め
た
が
確
認
で
き
ず
松
隈
・
大
隈
の
両
調
査
員
に
事
後
処
理
を
依
頼
す
。
調
査
団
を
解
散
し
、
調
査
員
は
全
員
宿
舎
を

引
き
あ
げ
帰
宅
す
。

3 

調
査
報
告
書



本
調
査
報
告
書
は
、
木
下
之
治
が
執
筆
し
、
図
面
の
整
理
等
も
執
筆
者
が
行
な
っ
た
が
、
出
土
遺
物
の
撮
影
に
は
県
立
博
物
館
学
芸
員
の
森
醇

一
朗
が
当
っ
た
。

一一、
遺

跡

の

環

境

標
高
八
四
七
・
五
メ
ー
ト
ル
の
九
千
部
山
の
東
南
麓
に
、
標
高
僅
か
二
五
メ
ー
ト
ル
余
り
の
舌
状
低
丘
陵
が
西
北
方
か
ら
東
南
方
へ
の
ぴ
て
水

固
に
没
し
て
い
る
が
、
山
浦
古
墳
群
は
こ
の
舌
状
低
丘
陵
に
営
ま
れ
て
い
る
古
墳
群
で
あ
っ
て
、
鳥
栖
市
大
宇
山
浦
字
五
本
谷
二
四
六
六
番
地
の

一
に
所
在
し
て
い
る
。
乙
の
低
丘
陵
は
、
長
さ
三

0
0
メ
ー
ト
ル
、
最
大
幅
一
八

0
メ
ー
ト
ル
余
り
、
基
部
の
方
か
ら
先
端
部
の
方
へ
次
第
に
狭

く
な
っ
て
い
る
典
型
的
な
舌
状
低
丘
陵
で
あ
っ
て
、
西
・
東
・
南
の
三
方
は
水
田
に
よ
っ
て
固
ま
れ
て
お
り
、
水
田
面
か
ら
の
比
高
は
一
O
J
一

五
メ
ー
ト
ル
余
り
に
す
ぎ
な
い
。
乙
の
低
丘
陵
の
大
半
は
雑
木
林
で
あ
っ
た
が
、
丘
麓
の
一
部
は
畑
地
と
し
て
聞
か
れ
て
い
て
、
西
北
部
の
方
は

墓
地
に
利
用
さ
れ
て
い
た
。

と
の
低
丘
陵
と
山
麓
と
の
接
合
部
あ
た
り
を
県
道
が
貫
通
し
て
い
る
が
、
乙
の
県
道
沿
い
に
集
落
が
発
達
し
て
い
る
。

か

ん

念

び

乙
の
低
丘
陵
の
南
方
至
近
の
と
こ
ろ
に
は
、
古
代
蜂
の
跡
と
推
定
さ
れ
て
い
る
標
高
一
三
二
・
九
メ
ー
ト
ル
の
朝
日
山
が
、
神
奈
備
山
形
の
秀

麗
な
山
容
を
呈
し
て
お
り
、
東
方
至
近
の
と
こ
ろ
を
安
良
川
が
蛇
行
し
な
が
ら
南
流
し
て
い
る
。

こ
の
山
浦
古
墳
群
の
西
北
方
約
一
・
五
キ
ロ
の
谷
あ
い
の
と
乙
ろ
に
は
、
横
穴
式
石
室
を
内
部
主
体
と
す
る
小
円
墳
群
が
分
布
し
て
お
り
、
西

南
方
約
一
キ
ロ
の
国
鉄
麓
駅
の
東
方
至
近
の
と
こ
ろ
に
は
、
箱
式
石
棺
を
内
部
主
体
と
す
る
十
数
基
か
ら
な
る
小
円
墳
群
の
薄
尾
古
墳
群
が
分
布

し
て
い
た
が
、
完
全
に
煙
滅
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
山
浦
古
墳
群
を
中
心
と
す
る
周
辺
地
域
は
、
余
り
耕
地
に
恵
ま
れ
て
い
な
い
た
め
か
、
古
墳

の
分
布
は
濃
密
で
は
な
い
。

乙
の
山
浦
古
墳
群
の
所
在
す
る
地
域
は
、
か
つ
て
は
普
ハ
ル
郡
に
属
し
て
い
て
、
肥
前
風
土
記
の
養
父
郡
四
郷
の
中
の
勝
山
郷
を
こ
の
地
に
比
定

す
る
説
も
あ
る

(
松
尾
禎
作
著
「
肥
前
風
土
記
の
研
究
」
)
。
ま
た
、
山
浦
の
西
南
部
に
は
、

「
市
の
坪
・
四
の
坪
」
な
ど
の
地
名
が
残
っ
て
い

五
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て
、
条
皇
制
の
名
残
り
を
と
ど
め
て
い
る
。

一、
下宝包

1旦

跡

の

概

要

発
掘
調
査
の
対
象
は
、

乙
の
低
丘
陵
の
全
域
に
所
在
し
て
い
る
す
べ
て
の
遺
構
と
遺
物
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
西
北
部
に
あ
る

近
世
以
降
の
墓
地
は
調
査
対
象
か
ら
除
外
し
、
外
見
的
に
確
認
さ
れ
た
古
墳
を
一
応
そ
の
調
査
対
象
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
事
前
調
査
の
結

果
七
基
の
古
墳
の
分
布
が
一
応
推
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
発
掘
調
査
の
結
果
は
一

O
基
を
確
認
す
る
に
至
っ
た
。
し
か
し
、

こ
の
一

O
基
の
古

墳
の
他
に
も
土
拡
墓
等
が
築
成
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
推
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
全
域
に
わ
た
る
完
全
な
遺
構
調
査
を
実
施
す
る
乙
と
は
で
き

な
か
っ
た
。

乙
の
古
墳
群
は
、
丘
陵
の
尾
根
上
に
尾
根
の
走
向
に
そ
う
て
四
基
が
ほ
ぼ
等
間
隔
で
並
び
、
他
の
六
基
の
中
の

一
基
は
尾
根
の
走
向
線
の
最
末

端
近
く
に
築
成
さ
れ
て
い
て
、
半
数
に
当
る
五
基
が
尾
根
の
中
心
走
向
線
上
に
、

ほ
ぼ

一
直
線
に
な
っ
て
築
成
さ
れ
て
い
る
。
残
る
五
基
は
、
尾

根
の
走
向
線
の
東
北
側
に
の
み
分
布
し
て
い
て
、
西
南
部
に
は
一
基
も
築
成
さ
れ
て
い
な
い
点
が
注
目
さ
れ
る
。

一
O
基
の
中
九
基
は
、
尾
根
上

ま
た
は
尾
根
近
く
の
斜
面
に
、
西
北
か
ら
東
南
の
方
向
、
す
な
は
ち
丘
陵
の
走
向
に
沿
う
て
二
一

l
四
五
メ
ー
ト
ル
の
間
隔
で
、
約
二
四

O
メ
l

ト
ル
の
聞
に
、
約
八
メ
ー
ト
ル
の
高
低
差
を
も
っ
て
分
布
し
て
い
る
。
し
か
し
、

一
基
の
み
は
正
陵
の
基
部
近
く
尾
根
か
ら
七
八
メ
ー
ト
ル
離
れ

た
丘
麓
に
孤
立
し
て
築
成
さ
れ
て
い
る
。

古
墳
の
内
部
主
体
の
万
向
は
、
尾
根
上
の
四
基
の
中
三
基
が
尾
根
の
走
向
線
と
ほ
ぼ
直
角
の
方
向
に
築
成
さ
れ
て
い
て
、
他
は
尾
根
の
走
向
線

と
ほ
ぼ
平
行
し
て
築
か
れ
て
い
る
。

こ
の
古
墳
群
は
す
べ
て
円
墳
で
あ
る
が
、
封
土
の
破
壊
は
相
当
に
進
ん
で
い
て
、
内
部
主
体
が
箱
式
石
棺
で

あ
る
古
墳
の
封
土
は
、
そ
の
痕
跡
を
認
め
難
い
ま
で
に
削
平
さ
れ
、
内
部
主
体
が
横
穴
式
石
室
で
あ
る
古
墳
の
石
室
は
す
で
に
そ
の
一
部
ま
た
は

そ
の
大
半
が
露
出
し
て
い
た
た
め
、

一
部
を
除
き
副
葬
品
は
ほ
と
ん
ど
盗
掘
さ
れ
て
い
た
。



こ
の
古
墳
群
は
、
横
穴
式
石
室
四
基
・
箱
式
石
棺
三
基
・
粘
土
榔
二
基
・
土
拡
一
基
の
一

O
基
か
ら
な
る
古
墳
で
あ
る
。

一
定
地
域
内
に
分
布

し
て
形
成
さ
れ
て
い
る
古
墳
群
は
、

一
般
に
横
穴
式
石
室
あ
る
い
は
箱
式
石
棺
な
ど
を
内
部
主
体
と
す
る
同
質
の
一
群
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
が

通
例
で
あ
る
が
、

こ
の
山
浦
古
墳
群
は
性
格
の
異
な
る
古
墳
が
一
群
を
な
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
一
つ
の
大
き
な
特
色
を
有
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
粘
土
構
や
土
拡
を
内
部
主
体
と
す
る
古
墳
は
、
県
内
で
は
そ
の
類
例
が
極
め
て
少
な
く
、
ま
た
、
横
穴
式
石
室
に
は
巨

石
墳
や
小
口
石
積
墳
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
周
濠
や
土
壁
の
羨
道
を
有
す
る
県
内
で
は
類
例
の
な
い
古
墳
も
あ
っ
て
、
実
に
多
彩
な
古
墳
群
で
あ
る

と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。四

封

土

山
浦
古
墳
郡
は
、
す
べ
て
円
墳
か
ら
な
る
古
墳
群
で
あ
る
が
、
破
壊
が
相
当
に
進
ん
で
い
た
た
め
、
封
土
の
存
在
が
明
ら
か
で
な
い
古
墳
も
存

在
し
て
い
た
。
特
に
、
内
部
主
体
が
箱
式
石
棺
で
あ
る
古
墳
の
封
土
は
、

そ
の
痕
跡
さ
え
判
明
し
な
い
ほ
ど
に
削
平
さ
れ
て
い
た
。
埴
輸
を
埋
蔵

し
て
い
る
古
墳
は
一
基
の
み
で
、
葺
石
の
存
在
し
て
い
る
古
墳
も
少
な
く
、
周
濠
を
有
す
る
古
墳
が

一
基
存
在
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
県

内
に
所
在
し
て
い
る
円
墳
で
周
濠
を
有
す
る
も
の
は
、
武
雄
市
の
玉
島
古
墳
の
み
そ
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

こ

の
山
浦
古
墳
群
の
中
の
一
基
が
初
例
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
、
周
濠
を
小
塊
石
を
積
ん
で
構
築
し
て
い
る
点
は
、
全
国
的
に
み

て
も
異
例
に
属
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

1 

第
一
号
墳

丘
陵
の
基
部
に
近
い
尾
根
上
に
位
置
し
て
い
る
円
墳
で
あ
っ
て
、

そ
の
西
北
部
に
第
九
号
墳
、
東
南
部
に
第
二
号
墳
が
所
在
し
て
い
る
。
内
部

主
体
は
横
穴
式
石
室
で
あ
っ
て
、

こ
の
古
墳
群
中
で
は
封
土
の
規
模
が
最
も
大
で
あ
り
、
し
か
も
最
も
よ
く
残
存
し
て
い
る
古
墳
で
あ
る
。
封
土

上
に
は
葺
石
が
設
け
ら
れ
て
い
た
痕
跡
を
と
ど
め
て
い
る
。

七
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封
土
の
径
は
南
北
二
九
メ
ー
ト
ル
、
東
西
二
七
メ
ー
ト
ル
余
り
で
、
高
さ
は
三
・
五
メ
ー
ト
ル
余
り
で
あ
る
。
封
土
の
中
心
部
に
石
室
の
奥
壁

が
位
置
し
て
い
て
、
封
土
と
石
室
と
の
関
係
は
、
典
型
的
な
後
期
古
墳
の
特
色
を
示
し
て
い
る
。

2 

第
二
号
墳

第
一
号
墳
の
東
南
約
四
五
メ
ー
ト
ル
の
尾
根
上
に
位
置
し
て
い
る
横
穴
式
石
室
を
内
部
主
体
と
す
る
円
墳
で
あ
っ
て
、

そ
の
東
南
に
は
第
三
号

墳
が
所
在
し
て
い
る
。

天
井
石
は
露
出
し
て
い
て
、
す
で
に
破
壊
さ
れ
た
古
墳
で
あ
る
乙
と
を
物
語
っ
て
は
い
る
が
、
第

一
号
墳
に
つ
い
で
封
土
が
比
較
的
よ
く
残
存

し
て
い
る
古
墳
で
あ
る
。
ま
た
、
第
一
号
墳
と
同
じ
く
、
封
土
の
中
央
に
石
室
の
奥
壁
が
位
置
し
て
い
る
。

3 

第
三
号
墳

第
二
号
墳
の
東
南
約
四
二
メ
ー
ト
ル
の
尾
根
上
に
位
置
し
て
い
る
円
墳
で
あ
っ
て
、
内
部
主
体
は
粘
土
構
で
あ
る
。
封
土
の
径
約
一
九
メ

l
卜

ル
、
高
さ
一
・
五
メ
ー
ト
ル
余
り
で
あ
る
。

4 

第
四
号
墳

第
三
号
墳
の
東
方
や
や
南
寄
り
三
九
メ
ー
ト
ル
の
尾
根
沿
い
に
位
置
し
て
い
る
円
墳
で
あ
っ
て
、
内
部
主
体
は
第
三
号
墳
と
同
様
に
粘
土
榔
で

あ
る
。
封
土
の
径
三
一
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
一
・
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

5 

第
五
号
墳

第
四
号
墳
の
東
方
約
一
五
メ
ー
ト
ル
の
丘
陵
斜
面
に
築
成
さ
れ
て
い
る
円
墳
で
あ
っ
て
、
内
部
主
体
は
土
拡
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
封
土
は

僅
か
に
そ
の
痕
跡
を
と
ど
め
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
崩
壊
の
度
が
著
る
し
か
っ
た
。

6 

第
六
号
墳

第
三
号
墳
の
東
北
二
七
メ
ー
ト
ル
の
正
陵
斜
面
に
位
置
す
る
小
円
墳
で
、
内
部
主
体
は
箱
式
石
棺
で
あ
る
。
封
土
は
削
平
さ
れ
て
、
僅
か
に
そ



の
痕
跡
を
と
ど
め
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、

そ
の
径
は

一
一
メ
ー
ト
ル
余
り
と
推
定
さ
れ
る
。

7 

第
七
号
墳

第
五
号
墳
の
東
南
四
五
メ
ー
ト
ル
、

E
尾
に
近
い
斜
面
に
位
置
し
て
い
る
小
円
墳
で
、
内
部
主
体
は
箱
式
石
棺
で
あ
る
。
第
一

O
号
墳
と
と
も

に
、
乙
の
古
墳
群
で
は
最
も
低
位
置
に
築
成
さ
れ
て
い
る
古
墳
で
あ
っ
て
、
尾
根
か
ら
八
メ
ー
ト
ル
低
く
な
っ
た
地
点
に
位
置
し
て
い
る
。
封
土

は
削
平
さ
れ
て
僅
か
に
そ
の
痕
跡
を
と
ど
め
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
径
は
数
メ
ー
ト
ル
に
す
ぎ
な
い
と
推
定
さ
れ
る
。

8 

第
八
号
墳

尾
根
の
走
向
線
の
東
北
方
、
尾
根
か
ら
約
七
八
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
丘
麓
に
孤
立
し
て
位
置
す
る
円
墳
で
あ
っ
て
、
内
部
主
体
は
横
穴
式
石
室
で

あ
る
。
石
室
は
完
全
に
露
出
し
、
周
囲
は
畑
地
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
封
土
は
除
去
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
て
、
そ
の
規
模
は
明
ら
か
で
な
い
。

9 

第
九
号
墳

第
一
号
墳
の
西
北
万
三

0
メ
ー
ト
ル
の
尾
根
上
に
位
置
す
る
小
円
墳
で
あ
っ
て
、
内
部
主
体
は
箱
式
石
棺
で
あ
る
。
封
土
は
完
全
に
近
く
削
平

さ
れ
て
い
て
、
僅
か
ば
か
り
そ
の
痕
跡
ら
し
い
も
の
が
認
め
ら
れ
る
に
す
ぎ
ず
、
径
数
メ
ー
ト
ル
と
推
定
さ
れ
る
。

10 

第

一
O
号
墳

丘
陵
の
尾
根
の
走
向
線
の
最
先
端
近
く
、
第
七
号
墳
の
東
南
方
約
三
六
メ
ー
ト
ル
の
丘
尾
に
位
置
す
る
円
墳
で
あ
っ
て
、
内
部
主
体
は
横
穴
式

石
室
で
あ
る
。
尾
根
か
ら
八
メ
ー
ト
ル
低
く
な
っ
た
地
点
に
築
成
さ
れ
て
い
て
、

乙
の
古
墳
群
で
は
第
七
号
墳
と
と
も
に
、
最
も
低
位
置
に
所
在

す
る
古
墳
で
あ
る
。

古
墳
の
封
土
は
削
平
整
地
さ
れ
て
、
畑
と
し
て
利
用
さ
れ
、
三
方
に
石
垣
が
築
か
れ
て
い
る
た
め
、
封
土
の
外
周
も
約
三
分
の
二
が
破
壊
さ
れ

て
い
る
。

乙
の
古
墳
は
、
周
濠
を
有
す
る
県
内
で
は
唯

一
の
円
墳
で
あ
っ
て
、

周
濠
の

一
部
が
残
存
し
て
い
る
。
そ
の
周
濠
の
残
存
部
分
か
ら
乙
の
古
墳

九
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の
封
土
を
推
定
し
て
み
る
と
、
径
は
大
体

一
八
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
高
さ
は
明
ら
か
で
な
い
。
周
濠
の

残
存
部
分
は
、
約
三
分
の
一
余
り
で
あ
っ
て
、
幅
は
上
縁
で
約
三
メ
ー
ト
ル
、
下
底
で
八

0
セ
ン
チ
、
深
さ
約
八

0
セ
ン
チ
で
、
〕
状
の
堀
込
み

に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
周
濠
は
、
外
側
の
勾
配
が
緩
や
か
で
、
内
側
が
比
較
的
に
急
で
あ
り
、
外
側
は
地
山
を
掘
り
下
げ
た
ま
ま
で
あ
る
が
、
内

側
は
径
五

l
一
0
セ
ン
チ
の
礁
を
五
、
六
段
に
積
み
重
ね
て
構
築
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
周
濠
内
の
落
込
み
土
層
の
上
部
、
底
部
か
ら
五

O
セ
ン

チ
余
り
の
と
こ
ろ
に
、
礁
が
推
積
し
て
い
る
が
、

乙
の
礁
は
そ
の
大
き
さ
か
ら
み
て
、
周
濠
内
壁
の
積
石
の
上
部
が
落
下
し
て
堆
積
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
濠
の
深
さ
は
築
成
当
初
は
も
っ
と
深
く
、
内
側
が
外
側
よ
り
も
そ
の
上
縁
が
高
く
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い

か
と
推
定
さ
れ
る
。

と
に
か
く
、

乙
の
第
一

O
号
墳
の
周
濠
は
、
県
内
で
は
円
墳
の
周
濠
と
し
て
は
確
実
な
唯
一
の
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
構
造
が
他
に
類
例

を
ほ
と
ん
ど
み
な
い
特
色
あ
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、

こ
の
古
墳
か
ら
は
埴
輪
円
筒
の
破
片
が
数
片
出
土
し
て
い
る
。
乙
の
埴
輪
に

lま

へ
ラ
描
き
の
刻
文
が
施
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
封
土
が
著
る
し
く
破
壊
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
埴
輪
が
埋
置
さ
れ
て
い
る
状
態
な
ど
は
明

ら
か
に
す
る
乙
と
が
で
き
な
い
。

五

内

部

主

体

こ
の
山
浦
古
墳
群
の
内
部
主
体
は
、
横
穴
式
石
室
四
・
箱
式
石
棺
三
・
粘
土
構
二
・
土
広
一
か
ら
な
っ
て
い
て
、
僅
か
一

O
基
か
ら
な
る
古
墳

群
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
極
め
て
変
化
に
富
み
多
彩
で
あ
る
。
横
穴
式
石
室
は
、
三
基
が
副
室
で
一
基
が
単
室
で
あ
り
、
ま
た
、

一
基
は
巨
石

構
築
、

一
基
は
屑
平
石
の
小
口
積
み
、
他
の
二
基
は
巨
石
の
腰
石
の
上
部
を
肩
平
石
の
小
口
積
み
に
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
横
穴
式
石
室
も
そ
の

構
造
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
。
特
に
、
第
一
・
第
二
号
墳
の
二
基
の
羨
道
は
、
玄
室
と
の
接
合
部
分
が
僅
か
ば
か
り
石
積
み
と
な
っ
て
い
て
、

長
い
土
壁
の
羨
道
が
封
土
の
端
ま
で
続
い
て
い
る
構
造
は
県
内
に
類
例
を
見
な
い
特
色
あ
る
構
造
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。



箱
式
石
棺
の
三
基
は
、
と
も
に
相
類
似
し
た
構
造
で
あ
っ
て
、
比
較
的
大
き
い
腰
石
を
立
て
て
四
周
を
囲
み
、
そ
の
上
部
に
肩
平
石
を
小
口
積

み
に
し
た
も
の
で
、
二
基
は
玉
石
床
で
あ
る
が
、

一
基
は
自
然
床
で
あ
る
。
こ
の
構
造
の
箱
式
石
棺
は
、
板
石
を
立
て
め
ぐ
ら
し
た
通
例
の
箱
式

石
棺
と
は
異
な
っ
て
い
て
、

そ
の
構
造
は
竪
穴
式
石
室
に
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。

粘
土
構
の
二
基
も
相
似
た
構
造
で
あ
っ
て
、
と
も
に
木
棺
の
痕
跡
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
粘
土
棚
を
内
部
主
体
と
す
る
古
墳
は
、
県
内
で
は

小
城
町
弁
財
天
山
古
墳
が
知
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

内
部
主
体
の
主
軸
の
方
向
に
は
、

一
定
し
た
も
の
が
認
め
ら
れ
な
い
が
、
尾
根
上
に
位
置
す
る
も
の
は
尾
根
の
走
向
と
ほ
ぼ
直
角
に
、
丘
陵
斜

面
に
位
置
す
る
も
の
は
丘
陵
の
走
向
と
ほ
ぼ
平
行
し
て
築
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
傾
向
が
大
体
に
お
い
て
み
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
の
で
、
内
部
主

体
の
構
築
は
立
地
の
地
形
の
制
約
を
相
当
に
受
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
内
部
主
体
に
装
飾
が
施
さ
れ
て
い
る
古
墳
は
、
丹
彩

の
あ
る
横
穴
式
石
室
墳
一

基
と
箱
式
石
棺
墳
三
基
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

1 

第
一
号
墳

主
軸
を
東
北
か
ら
西
南
の
方
向
に
と
り
、
尾
根
の
走
向
線
と
ほ
ぼ
直
角
に
築
成
さ
れ
て
い
る
横
穴
式
石
室
で
、
西
南
の
方
向
に
閉
口
し
て
い
る
。

幅

・
奥
行
と
も
に
そ
の
大
き
さ
が
奥
室
の
約
半
分
余
り
の
前
室
を
有
す
る
副
室
墳
で
、
奥
壁
は
封
土
の
丁
度
中
央
に
位
置
し
て
い
る
。
奥
室
の
天

井
石
は
欠
失
し
、
室
内
に
は
土
砂
が
堆
積
し
て
い
て
、
破
壊
さ
れ
た
盗
掘
墳
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

奥
室
の
幅
二

・
五

1
二

・
七

メ
ー
ト
ル
、
奥
行
三
・

一
!
三

・
三

メ
ー
ト
ル
余
り
の
ほ
ぼ
方
形
プ
ラ
ン
の
平
面
で
あ
っ
て
、
吉
岡
さ
は
天
井
石
が

欠
失
し
て
い
る
た
め
明
ら
か
で
な
い
。

前
室
の
幅
一
・
五
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
一
・
二
メ
ー
ト
ル
で
、
玄
室
と
の
境
に
あ
る
袖
石
の
先
端
が
斜
め
に
切
れ
て
い
る
た
め
、
平
面
形
は
多
角

形
の
プ
ラ
ン
を
呈
し
て
い
る
。
高
さ
は
一
・
二
六
メ
ー
ト
ル
余
り
で
、
羨
道
部
に
ま
た
が
っ
て
設
け
ら
れ
た
天
井
石
が
残
存
し
て
い
る
。
奥
室
と

の
境
に
は
仕
切
り
石
が
両
袖
に
接
し
て
設
け
ら
れ
て
い
る
。



羨
道
部
は
石
側
壁
の
部
分
が
幅

一

-一、
ha

，--
一
-
一
六
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
は

0
・
五
四

1
0
・
八
メ
ー
ト
ル
で
、
高
さ
は
一

-
三
メ
ー
ト
ル
余
り
、

前
室
か
ら
の
天
井
石
が
乙
の
羨
道
部
ま
で
の
び
て
き
て
い
る
。

乙
の
石
側
壁
に
続
い
て
、
封
土
の
端
ま
で
長
く
土
側
壁
の
羨
道
部
が
構
築
さ
れ
て

い
る
が
、

乙
の
土
側
壁
の
羨
道
部
は
県
内
で
確
認
さ
れ
た
唯
一
の
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

土
側
壁
の
部
分
の
羨
道
部
は
、
長
さ
九
・
八
メ
ー
ト
ル
、
幅

-
三

J
0
・
八
メ
ー
ト
ル
、
天
井
石
は
石
側
壁
と
な
っ
て
い
る

一
メ
ー
ト
ル
余

り
の
部
分
の
み
に
、
前
室
か
ら
続
い
て
設
け
ら
れ
て
い
て
、
残
り
の
土
側
壁
の
部
分
に
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。

奥
室
の
側
壁
は
、
下
部
に
大
き
な
腰
石
を
据
え
て
め
ぐ
ら
し
、

そ
の
上
部
に
比
較
的
に
扇
平
な
板
状
の
石
を
小
口
積
み
に
積
み
重
ね
て
構
築
さ

れ
て
い
る
。
前
室
の
構
造
は
、
奥
室
と
全
く
異
な
っ
て
い
て
、
側
壁
は
巨
石
を
立
て
並
べ
て
構
築
さ
れ
て
お
り
、
上
部
の
空
聞
に
僅
か
ば
か
り
板

石
を
横
に
し
て
小
口
積
み
に
し
て
い
る
。
羨
道
部
の
石
側
壁
は
、
下
部
か
ら
上
部
ま
で
肩
平
板
石
を
横
に
積
み
重
ね
た
小
口
積
み
で
あ
る
が
、
奥

室
に
比
べ
る
と
石
材
は
小
さ
い
も
の
が
用
い
ら
れ
て
い
て
、
対
象
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
構
造
そ
の
も
の
は
、
羨
道
部
も
整
然
と
し
て
い
る
点
が

注
目
さ
れ
る
。
床
面
は
、
奥
室
・
前
室
お
よ
び
羨
道
部
の
石
側
壁
の
と
こ
ろ
ま
で
は
大
体
水
平
に
近
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
、
敷
石
床
と
な
っ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
盗
堀
に
よ
っ
て
奥
室
お
よ
び
前
室
の
部
分
は
撹
乱
さ
れ
て
い
て
、
敷
石
も
ほ
と
ん
ど
は
ぎ
と
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い

る
。
特
に
、
奥
室
の
中
央
部
に
大
き
な
掘
り
込
み
が
あ
る
が
、

乙
れ
は
盗
掘
の
際
の
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

奥
壁
の
み
が
花
山
岡
岩
の
巨
石
で
、
他
は
す
べ
て
緑
泥
片
岩
で
あ
る
。
奥
壁
の
花
山
岡
岩
は
、
肩
平
に
割
っ
た
加
工
石
で
あ
っ
て
、
第
八
号
墳
の
奥

壁
の
加
工
石
に
相
通
じ
て
お
り
、
緑
泥
片
岩
は
こ
の
遺
跡
の
南
方
に
筆
え
る
朝
日
山
に
産
す
る
と
い
う
。

土
側
壁
の
部
分
の
羨
道
の
断
面
は

U
字
形
で
あ
っ
て
、

C
I
C点
に
お
い
て
は
底
部
の
幅

0
・
八
メ
ー
ト
ル
、

乙
の
底
部
か
ら
中
央
部
ま
で
八

字
形
に
聞
き
、

乙
の
中
央
部
か
ら
上
端
ま
で
は
ほ
ぼ
垂
直
に
立
上
っ
て
お
り
、
上
端
部
の
幅
は
約
二
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
側
壁
の
中
央
か
ら
下
方
、

す
な
は
ち
、
八
字
形
に
開
い
て
い
る
部
分
は
黄
褐
色
粘
土
層
で
、
中
央
か
ら
上
方
の
垂
直
の
立
上
り
部
分
は
黒
色
魔
蝕
土
層
と
な
っ
て
い
る
。
床

面
は
、
奥
の
方
か
ら
封
土
の
先
端
部
の
方
へ
次
第
に
低
く
な
っ
て
お
り
、
奥
の
方
と
先
端
部
と
の
高
低
差
は
約

0
・
七
メ
ー
ト
ル
余
り
で
あ
っ
て
、



お
そ
ら
く
地
山
の
地
形
そ
の
ま
ま
が
大
体
床
面
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
羨
道
部
の
先
端
の
万
は
い
く
ら
か

地
山
を
掘
り
凹
め
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
も
推
察
さ
れ
る
。

こ
の
古
墳
の
羨
道
部
は
、

土
側
壁
の
部
分
が
著
る
し
く
長
く
、
極
め
て
発
達
し
た

構
造
で
あ
る
。
乙
の
土
側
壁
の
部
分
に
は
天
井
石
が
な
く
、
側
面
の
高
さ
は
封
土
の
高
き
で
あ
っ
て
、
奥
の
方
か
ら
先
端
部
の
方
へ
次
第
に
低
く

な
っ
て
い
る
。
こ
の
羨
道
部
の
奥
の
方
の
一
部
分
が
石
積
み
の
側
壁
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
前
室
か
ら
続
い
て
い
る
天
井
石
を
支
え
る
た
め
で
は

な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
、
石
積
み
は
天
井
石
の
あ
る
部
分
に
限
ら
れ
て
い
る
。

前
室
と
羨
道
と
の
境
に
あ
る
袖
石
の
外
側
に
肩
平
な
板
石
が
一
個
立
て
ら
れ
て
い
て
、

乙
の
古
墳
の
石
室
が
乙
の
板
石
に
よ
っ
て
閉
塞
さ
れ
て

い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
閉
塞
石
の
背
後
に
は
、
塊
石
が
堆
積
さ
れ
て
い
て
、
羨
道
部
の
石
側
壁
よ
り
も
そ
の
堆
積
の
部
分
は
長

く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
土
側
壁
の
羨
道
中
央
附
近
に
も
一
ケ
所
花
開
岩
の
塊
石
を
堆
積
し
て
構
築
し
た
閉
塞
施
設
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。

2 

第
二
号
墳

主
軸
を
東
北
か
ら
西
南
の
方
向
に
と
り
、
尾
根
の
走
向
線
と
ほ
ぼ
直
角
に
築
成
さ
れ
て
い
る
横
穴
式
石
室
で
、
西
南
の
方
向
に
閉
口
し
て
い
る
。

石
室
の
方
向
や
構
造
な
ど
第
一
号
墳
に
相
類
似
し
て
い
る
。

奥
室
と
前
室
を
有
す
る
複
室
墳
で
、
奥
室
と
前
室
と
の
境
の
袖
石
上
の
み
天
井
石
は
残
存
し
て
い
て
、
他
は
石
室
内
に
落
下
し
て
い
た
。
奥
室

は
、
腰
石
の
み
巨
石
を
立
て
め
ぐ
ら
し
、
そ
の
上
に
比
較
的
肩
平
な
板
石
を
横
に
積
み
重
ね
て
小
口
積
み
に
し
た
構
造
で
あ
る
。
前
室
の
側
壁
の

立
石
お
よ
び
羨
道
の
側
壁
の
塊
石
が
花
山
岡
岩
で
、
他
は
緑
泥
片
岩
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

前
室
は
、
径
一

0
セ
ン
チ
前
後
の
小
塊
石
の
敷
石
床
と
な
っ
て
い
る
が
、
奥
室
は
盗
掘
に
よ
っ
て
床
面
が
撹
乱
さ
れ
て
い
る
た
め
、
敷
石
床
か

ど
う
か
明
ら
か
で
な
い
。
羨
道
は
前
室
に
接
す
る
一
部
分
の
み
の
側
壁
が
石
積
み
で
、
大
部
分
は
断
面
U
字
形
の
土
側
壁
と
な
っ
て
い
る
点
、
第

一
号
墳
に
類
似
す
る
構
造
で
あ
る
。

奥
室
と
前
室
と
の
境
に
は
、
仕
切
石
の
他
に
二
個
の
肩
平
立
石
が
設
け
ら
れ
て
い
て
、
奥
室
が
閉
塞
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
前
室
と
羨
道
と
の



四

境
の
袖
石
の
部
分
に
は
、

一
個
の
届
平
板
石
を
立
て
て
閉
塞
し
、

乙
の
閉
塞
石
の
背
後
に
羨
道
の
側
壁
と
同
じ
く
奥
行
一
・
六
メ
ー
ト
ル
に
わ
た

り
塊
石
が
堆
積
さ
れ
て
い
た
。

第
一
号
墳
と
同
じ
く
、
石
室
の
奥
壁
は
、
封
土
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
て
い
る
が
、
奥
室
と
前
室
の
幅
は
同
大
と
な
っ
て
い
る
点
は
第
一
号
墳

と
異
な
っ
て
い
る
。

3 

第
三
号
墳

こ
の
古
墳
の
内
部
主
体
は
、
封
土
の
ほ
ぼ
中
心
部
に
設
け
ら
れ
て
い
る
粘
土
構
で
あ
る
。
主
軸
は
、
ほ
ぼ
東
西
の
方
向
を
と
り
、
榔
内
の
長
さ

は
二
・
七
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
内
部
の
幅
は
、
西
側
が
五
四
セ
ン
チ
、
東
側
が
約
四

0
セ
ン
チ
で
、
西
側
が
広
く
な
っ
て
い
る
。
平
面
形
は
、
ほ

ぼ
方
形
プ
ラ
ン
で
あ
る
が
、
東
側
が
紡
錘
形
に
狭
く
な
っ
て
い
て
、
砲
弾
形
を
呈
し
て
い
る
。
底
部
は
、
西
側
か
ら
東
側
の
万
へ
僅
か
ば
か
り
低

く
傾
斜
し
て
お
り
、
壁
面
の
残
存
部
分
の
高
さ
は
一
.
六
J
六
0
セ
ン
チ
余
り
で
あ
る
。

こ
の
古
墳
は
、
以
前
に
盗
掘
に
あ
っ
た
ら
し
く
、
粘
土
榔
は
相
当
に
破
壊
さ
れ
て
い
て
、
榔
の
天
井
部
分
は
残
存
し
て
い
な
い
。
榔
の
厚
さ
は

一
O
J
二
0
セ
ン
チ
余
り
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
、
周
囲
の
一
部
に
粘
土
の
堆
積
が
見
ら
れ
る
の
は
、
天
井
部
な
ど
の
破
壊
部
分
が
遺
棄
さ
れ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。

粘
土
構
の
底
部
は
、
封
土
上
か
ら
約
一
・
五
メ
ー
ト
ル
低
く
な
っ
て
い
て
、
大
体
封
土
端
と
同
一
レ
ベ
ル
に
位
置
し
て
い
る
た
め
、
地
表
面
に

粘
工
榔
は
造
営
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

乙
の
粘
土
構
は
、
赤
褐
色
の
粘
土
を
用
い
て
つ
く
ら
れ
て
い
る
。

4 

第
四
号
墳

乙
の
古
墳
の
内
部
主
体
は
、
第
三
号
墳
と
同
じ
く
封
土
の
中
央
に
設
け
ら
れ
て
い
る
粘
土
榔
で
あ
る
。
主
軸
の
方
向
は
大
体
東
西
の
方
向
を
と

り
、
内
部
の
長
さ
三
メ
ー
ト
ル
、
幅
は
大
体
六

0
セ
ン
チ
前
後
で
、
長
万
形
の

0

フ
ラ
ン
で
あ
る
。
粘
土
問
の
壁
面
の
高
さ
は
、
二

O
l
三
O
セ
ン

チ
余
り
で
、
底
面
は
東
側
か
ら
西
側
の
方
へ
僅
か
ば
か
り
低
く
な
っ
て
い
る
。



側
面
か
ら
底
面
へ
な
だ
ら
か
な
カ

l
ブ
を
措
い
て
続
い
て
い
る
た
め
、
粘
土
問
内
の
断
面
は

U
字
状
を
呈
し
て
い
る
。
赤
褐
色
の
粘
土
を
用
い

て
造
営
さ
れ
て
い
る
が
、
間
外
に
も
同
じ
粘
土
の
集
積
が
み
ら
れ
る
の
は
、
盗
掘
の
際
に
お
け
る
天
井
部
分
な
ど
の
遺
棄
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
。
粘
土
榔
の
側
壁
の
厚
さ
は
大
体
二

0
セ
ン
チ
前
後
と
推
定
さ
れ
る
。

乙
の
粘
土
榔
の
底
面
も
大
体
封
土
の
端
と
同
じ
レ
ベ
ル
に
位
置
し
て
い
る
た
め
、
粘
土
問
は
元
来
地
表
面
に
造
営
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
、
粘
土
櫛
の
底
部
は
、
現
地
表
面
か
ら
一
・
二
一
メ
ー
ト
ル
余
り
の
と
こ
ろ
に
位
置
し
て
い
る
。

5 

第
五
号
墳

封
土
も
余
り
顕
著
で
な
く
、
し
か
も
内
部
主
体
も
撹
乱
さ
れ
て
い
て
、
土
地
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
み
で
、
そ
の
構
造

や
規
模
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

6 

第
六
号
噴

内
部
主
体
は
箱
式
石
棺
で
は
あ
る
が
、
そ
の
構
造
は
竪
穴
式
石
室
に
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。
主
軸
は
東
南
J
西
北
の
方
向
を
と
り
、
長
さ
一
八

六
セ
ン
チ
、
幅
は
七
四
J
六
四
セ
ン
チ
で
、
東
南
側
が
広
く
な
っ
て
い
る
。
蓋
石
が
欠
石
し
て
い
る
が
、
深
さ
は
六
四
セ
ン
チ
余
り
で
、
底
部
は

玉
石
敷
と
な
っ
て
い
る
。

比
較
的
に
大
き
な
石
を
腰
石
と
し
て
据
え
、
そ
の
上
部
に
扇
平
な
板
石
を
横
に
積
み
重
ね
て
小
口
積
み
に
し
、
上
部
は
僅
か
ば
か
り
せ
り
出
し

て
い
る
。
側
壁
の
外
側
に
は
、
五
O

J
六
0
セ
ン
チ
に
わ
た
っ
て
裏
込
め
の
捨
て
石
を
お
き
、
側
壁
を
補
強
し
て
い
る
。
す
べ
て
緑
泥
片
岩
が
用

い
ら
れ
て
い
て
、
内
部
に
は
丹
彩
が
施
さ
れ
て
い
る
。
現
地
表
面
か
ら
石
棺
底
部
ま
で
の
深
さ
は
、

一
・
一
メ
ー
ト
ル
余
り
で
あ
る
。

7 

第
七
号
墳

北
北
東
J
南
南
西
の
方
向
に
主
軸
を
お
く
箱
式
石
棺
で
あ
っ
て
、
石
棺
内
部
の
長
さ
一
七
六
セ
ン
チ
、
幅
は
五
六
J
三
0
セ
ン
チ
、
北
北
東
の

方
か
ら
中
央
へ
向
か
っ
て
僅
か
ば
か
り
広
く
な
り
、
南
南
西
の
方
が
急
に
狭
く
な
っ
て
い
る
。

五



」ー

ノ、

比
較
的
に
大
き
な
石
を
用
い
て
腰
石
と
し
て
い
る
が
、

一
部
に
こ
の
腰
石
を
欠
い
で
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
腰
石
の
上
部
お
よ
び
腰
石
を
欠
い

で
い
る
と
こ
ろ
は
、
屑
平
板
石
を
横
に
積
み
重
ね
て
小
口
積
み
に
し
て
い
る
。
底
部
は
粘
土
の
自
然
床
で
あ
っ
て
、
石
棺
内
部
の
深
さ
は
五

O
セ

ン
チ
前
後
で
あ
る
。
す
べ
て
緑
泥
片
岩
が
用
い
ら
れ
、
内
部
に
は
丹
彩
が
施
さ
れ
て
い
る
。

側
壁
の
周
囲
七

0
セ
ン
チ
余
り
の
聞
に
、
裏
込
め
の
捨
て
石
が
お
か
れ
て
い
て
、
側
壁
が
補
強
さ
れ
て
い
る
。
四
個
の
肩
平
板
石
を
用
い
て
、

蓋
石
と
し
て
お
り
、
蓋
石
の
全
長
二
・
四
メ
ー
ト
ル
、
葦
石
は
現
地
表
下
三
0
セ
ン
チ
の
と
乙
ろ
に
位
置
し
て
い
る
。

8 

第
八
号
墳

横
穴
式
石
室
墳
で
、
前
室
を
有
す
る
副
室
墳
で
あ
り
、
側
壁
は
羨
道
部
に
至
る
ま
で
巨
石
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
の
古
墳
群
で
は
唯
一
の
巨
石

墳
で
あ
っ
て
、
石
材
に
は
す
べ
て
花
商
岩
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
主
軸
の
方
向
は
、
大
体
西
北

l
東
南
を
指
向
し
、
東
南
の
方
向
に
閉
口
し
て
い

る
。
石
室
の
破
壊
は
相
当
に
進
ん
で
い
て
、
天
井
石
は
完
全
に
欠
失
し
、
羨
道
部
も
先
端
部
は
破
壊
さ
れ
て
い
て
石
室
の
全
貌
は
明
ら
か
で
な
く
、

残
存
部
分
の
石
室
の
全
長
は
八
・
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

奥
室
の
奥
行
は
三
・
一

J
二
・
七
メ
ー
ト
ル
、
幅
三
・
七

l
三
・
一
メ
ー
ト
ル
で
、
奥
壁
の
万
が
僅
か
狭
く
な
っ
て
い
る
。
巨
大
な
自
然
石
を

立
て
て
腰
石
と
し
、
巨
石
間
の
隙
聞
に
は
小
塊
石
の
比
較
的
細
長
い
も
の
を
横
積
み
に
し
て
構
成
し
て
い
る
。
天
井
の
高
さ
は
明
ら
か
で
な
い
が
、

奥
壁
の
高
さ
が
二
・
一
メ
ー
ト
ル
余
り
で
あ
る
の
で
、
天
井
は
相
当
に
高
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
床
面
の
一
部
に
敷
石
が
残
存
し
て
い
る

の
で
、
元
来
は
径
二

O
l
三
0
セ
ン
チ
の
自
然
石
の
敷
石
床
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
奥
室
と
前
室
と
の
聞
に
は
相
当
に
大
き
な
袖
石
が
立

て
ら
れ
、
袖
石
の
聞
に
は
仕
切
石
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

前
室
は
、
奥
行
二
・

O

J
一
・
四
メ
ー
ト
ル
、
幅
二
・
七

l
二
・
三
メ
ー
ト
ル
で
、
奥
行
よ
り
も
幅
が
広
く
、
大
体
長
方
形
を
呈
す
る
平
面
プ

ラ
ン
と
な
っ
て
い
る
。
側
壁
に
巨
石
が
用
い
ら
れ
、
敷
石
床
と
な
っ
て
い
る
点
は
、
奥
室
と
同
様
で
あ
り
、

羨
道
部
と
の
境
に
は
袖
石
お
よ
び
仕

切
石
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。



残
存
し
て
い
る
羨
道
部
の
奥
行
は
、
二
・
六
メ
ー
ト
ル
、
幅
は
ニ
・
二

l
一
・
九
メ
ー
ト
ル
で
、
平
面
は
長
方
形
を
呈
し
て
い
る
。
羨
道
部
の

側
壁
も
奥
室
や
前
室
と
同
じ
よ
う
に
巨
石
が
用
い
ら
れ
、
敷
石
床
と
な
っ
て
い
る
。

奥
室
か
ら
羨
道
ま
で
、
床
面
は
ほ
と
ん
ど
水
平
に
近
く
、
ま
た
、
羨
道
の
構
造
か
ら
み
て
、
羨
道
部
ま
で
天
井
石
が
設
け
ら
れ
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

9 

第
九
号
墳

東
西
の
方
向
に
主
軸
を
お
く
箱
式
石
棺
で
、

一
部
に
相
当
大
き
な
板
石
を
立
て
て
腰
石
と
し
て
い
る
が
、
側
壁
の
大
部
分
は
肩
平
板
石
を
横
積

み
に
し
た
小
口
積
み
で
あ
る
。
石
棺
内
部
の
長
さ

一
・
七
メ
ー
ト
ル
、
幅
は
六

0
1
四
0
セ
ン
チ
で
、
東
側
が
広
く
な
っ
て
い
る
。

材
石
に
は
す
べ
て
緑
泥
片
岩
が
用
い
ら
れ
、
内
部
に
は
丹
彩
が
施
さ
れ
て
い
る
。

葦
石
は
欠
失
し
て
い
る
が
、
石
棺
の
深
さ
は
大
体
五
六
セ
ン
チ
余
り
で
、
床
は
玉
石
床
と
な
っ
て
い
る
。
側
壁
は
僅
か
ば
か
り
上
方
が
せ
り
出

し
て
お
り
、
側
壁
の
周
囲
に
は
七
五
セ
ン
チ
前
後
に
裏
込
め
の
捨
て
石
が
お
か
れ
て
い
る
。

第
六
号
・
第
七
号
・
第
九
号
の
箱
式
石
棺
三
基
は
、
と
も
に
相
類
似
し
た
構
造
を
有
し
て
い
る
が
、
第
七
号
墳
の
床
面
の
み
が
自
然
床
と
な
っ

て
い
て
、
他
と
異
な
っ
て
い
る
。

10 

第
一

O
号
墳

正
尾
に
築
成
さ
れ
て
い
る
こ
の
古
墳
群
で
周
濠
を
有
す
る
唯
一
の
円
墳
で
あ
っ
て
、
内
部
主
体
は
封
土
の
ほ
ぼ
中
央
に
造
営
さ
れ
て
い
る
横
穴

式
石
室
で
あ
る
。
石
室
の
主
軸
は
、
ほ
ぼ
東
北
J
南
西
の
方
向
を
と
り
、
南
西
の
方
向
に
閉
口
し
て
い
る
。
玄
室
の
奥
行
二
・
五
メ
ー
ト
ル
、
幅

一
・
七
J

一
・
五
メ
ー
ト
ル
で
ほ
ぼ
長
方
形
の
平
面
プ
ラ
ン
で
あ
る
。
扇
平
板
石
を
横
に
並
べ
て
小
口
積
み
に
し
た
構
造
で
、
側
壁
の
上
部
は
僅

か
ば
か
り
せ
り
出
し
て
い
る
。
天
井
石
は
欠
失
し
て
し
ま
っ
て
高
さ
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
現
存
部
分
の
側
壁
の
高
さ
は
七

0
セ
ン
チ
余
り
で
あ

る

七



/¥ 

床
面
は
敷
石
の
痕
跡
が
見
ら
れ
ず
、
地
山
の
自
然
床
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
定
さ
れ
る
。
玄
室
と
羨
道
の
聞
に
は

一
個
の
仕
切
石
が
設
け
ら
れ

て
い
る
が
、
袖
石
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。

羨
道
部
の
奥
行
は
八

0
セ
ン
チ
、
幅
も
八

0
セ
ン
チ
余
り
で
、

羨
道
部
の
側
壁
の
片
側
は
一
部
破
壊
さ
れ
て
い
る
。

羨
道
部
の
側
壁
も
玄
室
と

同
じ
く
、
扇
平
板
石
の
小
口
積
み
で
あ
る
が
、
玄
室
よ
り
も
構
造
が
や
や
粗
雑
で
あ
る
。
玄
室
か
ら
羨
道
ま
で
、
床
面
は
大
体
水
平
に
営
ま
れ
て

い
る
。
石
室
内
部
に
は
、
丹
彩
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、

乙
の
古
墳
群
で
は
丹
彩
の
施
さ
れ
て
い
る
唯

一
の
横
穴
式
石
室
墳
で
あ
る
。

、王包

1息

物

こ
の
古
墳
群
は
、
そ
の
大
半
が
破
壊
さ
れ
た
盗
掘
古
墳
で
あ
っ
た
た
め
、
遺
物
の
出
土
は
極
め
て
少
な
か
っ
た
。
盗
掘
と
破
壊
を
免
か
れ
て
い

た
の
は
、
第
七
号
墳
の
箱
式
石
棺
墳
一
基
の
み
で
あ
っ
た
が
、

こ
の
古
墳
か
ら
は
副
葬
品
そ
の
他
の
遺
物
は
何
も
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、

一
部
破
壊
は
さ
れ
て
い
て
も
盗
掘
を
免
か
れ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
の
は
、
第
六
号
と
第
九
号
墳
の
二
基
の
箱
式
石
棺
墳
で
あ
る
。
乙
の

二
基
の

箱
式
石
棺
墳
か
ら
は
、
主
と
し
て
玉
類
の
装
身
具
の
み
が
出
土
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
盗
掘
を
免
れ
て
い
る
古
墳
は
、
封
土
が
余
り
顕
著
で
な

い
箱
式
石
棺
墳
の
み
で
あ
っ
た
と
い
う
乙
と
が
で
き
る
。

発
見
さ
れ
た
遺
物
は
、
大
別
し
て
装
身
具
・
鉄
製
品
・
土
器
・
石
製
品
に
分
類
さ
れ
る
が
、
装
身
具
は
玉
類
と
耳
環
、
鉄
製
品
は
武
器
・
馬
具

工
具
、
土
器
は
須
恵
器
と
土
師
器
と
に
細
分
す
る
乙
と
が
で
き
る
。
土
器
は
大
部
分
が
破
片
で
あ
っ
て
、
完
形
を
保
っ
て
い
る
の
は
非
常
に
少
な

く
、
石
製
品
は
紡
錘
車
の
み
で
あ
る
。

副
葬
品
等
の
遺
物
が
全
然
出
土
し
な
か
っ
た
古
墳
は
、

一
O
基
の
古
墳
の
中
、
内
部
主
体
が
粘
土
構
で
あ
る
第
三
号
墳
と
箱
式
石
棺
で
あ
る
第

七
号
墳
の
二
基
で
あ
っ
た
。

1 

装
身
具



装
身
具
の
出
土
は
、
次
の
と
う
り
で
あ
っ
て
、
大
半
は
玉
類
で
あ
り
、
玉
類
以
外
に
は
耳
環
が
発
見
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

玉 装
耳 身

類 具
『・ー--ーーーーi ー一ー一ー一ー一ー一一一一一一一ー一ー一 ーーーー

環
模1、丘旦二 小管勾

境科
玉玉玉玉
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一
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五 六 可

O 
一 す

第
六
号
噴
出
土
の
勾
玉
は
碧
玉
製
で
、
表
面
が
や
や
魔
蝕
し
て
い
る
。
長
さ
三
・
八
セ
ル
チ
、
厚
さ
一
・
一
セ
ン
チ
で
両
朝
り
で
あ
る
。
第
八

号
墳
出
土
の
勾
玉
は
、
二
個
と
も
に
碧
玉
製
で
、
長
さ
は
三
・
八
セ
ン
チ
で
同
大
で
あ
り
、
孔
は
両
割
り
で
あ
る
。
奇
曲
が
大
き
く
、

コ
字
形
を

呈
し
て
い
る
。

第
六
号
墳
か
ら
出
土
し
て
い
る
管
玉
は
す
べ
て
碧
玉
製
で
あ
っ
て
、
表
面
は
や
や
寓
蝕
し
て
お
り
、
径
は
す
べ
て
同
大
で

0
・
四
セ
ン
チ
、
長

さ
は
四
・
三

l
二
・
五
セ
ン
チ
、
細
長
く
孔
は
両
割
引
り
で
あ
る
。
第
九
号
墳
出
土
の
小
玉
は
、
す
べ
て
紺
色
を
呈
す
る
ガ
ラ
ス
玉
で
あ
る
。

模
造
玉
と
し
て
あ
げ
た
玉
類
は
、
す
べ
て
滑
石
製
で
あ
っ
て
、
第
八
号
墳
出
土
の
も
の
は
勾
玉
、
他
は
平
玉
・
小
玉
類
で
あ
る
。
勾
玉
は
、
大

形
二
個
、
小
形
四
個
か
ら
な
っ
て
い
て
、
碧
玉
製
勾
玉
二
個
と
共
伴
し
て
い
る
。
大
形
勾
玉
は
、
長
さ
二
・
九
セ
ン
チ
、
厚
さ

一
・
二
セ
ン
チ
と

長
さ
二
・
七
セ
ン
チ
、
厚
さ

0
・
九
セ
ン
チ
の
二
個
で
、
両
面
と
も
平
ら
に
調
整
さ
れ
、
青
曲
は
少
な
く
孔
は
両
朝
り
で
あ
る
。
小
形
の
勾
玉
は
、

長
さ
二
・

O

J
一
・
六
セ
ン
チ
、
厚
さ
は

0
・
四

1
0
・
三
セ
ン
チ
の
ほ
ぼ
同
大
の
四
個
で
、
孔
は
す
べ
て
両
朝
り
で
あ
る
。

第
九
号
墳
出
土
の
滑
石
製
玉
三
一
五
個
は
、
ガ
ラ
ス
小
玉
二
ハ
個
と
共
伴
し
て
お
り
、
平
玉
と
小
玉
が
そ
れ
ぞ
れ
約
半
数
づ
つ
を
し
め
て
い
る
。

九



二
O

第
二
号
墳
出
土
の
耳
環
は
、
径
二
・

二
×
二
・
一
セ
ン
チ
で
、
銅
製
金
張
り
で
あ
る
。
第
八
号
墳
出
土
の
耳
環
は
、
径
三
・

二
×
二
・
九
セ
ン

チ
の
同
大
の
も
の
二
個
で
、
対
を
な
し
て
い
る
。
全
面
に
鍔
着
が
見
ら
れ
る
が
、

一
部
に
金
張
り
の
痕
跡
を
と
ど
め
て
い
る
。

2 

鉄
製
品鉄 馬 鉄鉄 鉄鉄

万鍔

斧 具 銀子 剣 万

一

一 守Eコ

一一
一 一 可Eコ
一 一

四

一 守Eコ

五

一 号

...L.. 

/¥ 

一 一一 守Eコ
一一

若 八|

干 七 二 号

一

鉄
製
品
は
、
武
器
・
馬
具
・
工
具
の
三
種
で
あ
っ
て
、
大
半
は
武
器
で
あ
る
。
鉄
万
は
長
さ
四
四
・
五
セ
ン
チ
、
身
幅
三
・
二
セ
ン
チ
、
鉄
剣

は
長
さ
一
二
一
セ
ン
チ
、
身
幅
二
・
七
セ
ン
チ
で
あ
る
。
鉄
鎖
は
平
根
鍬
と
尖
根
鍬
の
二
種
か
ら
な
っ
て
い
る
。

馬
具
は
、
第
八
号
墳
か
ら
の
み
出
土
し
て
い
て
、
辻
金
具
二
・
鮫
具
二
・
鋲
留
金
具
若
干
か
ら
な
っ
て
い
る
。
辻
金
具
は
、
欠
失
部
分
が
多
い

が
、
鉄
地
金
銅
張
り
で
、
脚
は
と
も
に
四
個
で
あ
る
。
鮫
具
は
鉄
製
で
、
鋲
留
金
具
は
鉄
地
金
銅
張
り
で
あ
る
。

工
具
と
し
て
は
、
鉄
斧

一
個
が
出
土
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
が
、
刃
部
が
扇
形
に
開
い
て
い
る
特
色
あ
る
形
式
の
も
の
で
あ
っ
て
、
刃
部
は
非

常
に
薄
く
、
厚
さ
は
僅
か
二
ミ
リ
に
す
ぎ
な
い
。
全
長
五
・
三
セ
ン
チ
、
刃
部
の
長
さ
三
・
一
セ
ン
チ
、
刃
部
の
幅
五
・
四
セ
ン
チ
、
極
め
て
小



形
の
鉄
斧
で
あ
る
。

3 

土

器土 須
器土名師 恵

器 器
ーー ーーーーーーーーーー・ .....ーーーー・・ ーーーーーーー ・・・ー ー，司---ーーー----ーー・ ・・ 司・--ーーーーーーーーーー -----

埴 器 高 1不 付脚 警. 醒h 高壷 平 I不町、 古
壷 墳

輪 台 杯 身 杯 I不 瓶蓋身 名

一

二 二四 一 一 四二 寸一 一

一一
一 一

一一 一 一 ニ四一二五 守一 一

四

一 可

J¥、

一
九 一 一 一 九 二 ?プ

若 一
O 

干 一 一 一 下にコゴ

土
器
は、

須
恵
器
と
土
師
器
の
二
種
で
、
出
土
数
は
土
師
器
よ
り
も
須
恵
器
が
優
位
を
占
め
て
い
る
。

土
器
の
大
部
分
は
破
片
で
あ
っ
て
、
完

形
の
も
の
は
ご
く
僅
か
で
あ
る
。



土
器
は
、

第

一
号

・
第
二
号
・

第
八
号

・
第

一
O
号
墳
の
四
基
の
古
墳
か
ら
主
と
し
て
出
土
し
て
い
る
が
、

こ
の
四
基
は
横
穴
式
石
室
墳
で
あ

っ
て
、
粘
土
問
で
あ
る
第
四
号
か
ら
例
外
的
に
一
片
出
土
し
て
い
る
。
し
か
し
、
粘
土
榔
で
あ
る
第
三
号
墳
、
第
六
・
第
七
・
第
九
号
墳
な
ど
の

箱
式
石
棺
、
第
五
号
墳
の
土
拡
か
ら
は
土
器
類
が
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
土
器
の
副
葬
が
横
穴
式
石
室
と
極
め
て
密
接
な
関
係
に
あ
る
乙
と
を
示

し
て
い
る
。

第
一
号
墳
出
土
の
土
器
は
、
大
半
が
奥
室
か
ら
発
見
さ
れ
た
も
の
で
、
僅
か
二
個
が
羨
道
か
ら
出
土
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
第
二
号
墳
出
土

の
土
器
は
、
奥
室
か
ら
五
個
、
前
室
か
ら
六
個
、
羨
道
か
ら
コ
二
個
出
土
し
て
い
て
、
大
半
は
羨
道
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

出
土
し
た
土
器
は
相
当
に
多
い
が
、
そ
の
中
で
完
形
品
は
第
二
号
墳
の
羨
道
か
ら
出
土
し
て
い
る
須
恵
器
三
個
に
す
ぎ
ず
、
杯
身
一
個
と
杯
蓋

二
個
で
あ
る
。
杯
身
は
、

口
径
九
セ
ン
チ
、
高
さ
三
・
五
セ
ン
チ
の
平
底
で
、
器
厚
は
最
大
部

0
・
八
セ
ン
チ
で
あ
る
。
底
部
か
ら
口
縁
へ
か
け

て
、
急
な
立
上
り
を
み
せ
て
い
る
。

杯
蓋
は
、

一
は
径
一
六
セ
ン
チ
、

全
高
二
・
七
セ
ン
チ
、
肩
平
な
つ
ま
み
が
つ
き
、
身
受
け
が
あ
る
。
焼
成
が
悪
く
、
相
当
に
ひ
ず
み
が
あ
る
。

つ
ま
み
が
つ
き
、
身
受
け
は
退
化
し
た
か
ぶ
せ
蓋
の
形
式
と
な
っ
て
い
る
が
、
焼
成
は
比

他
の

一
個
は
、
径
一
六
セ
ン
チ
、
全
高
四
セ
ン
チ
で
、

較
的
に
良
好
で
あ
る
。

杯
身
の
大
半
は
、
平
底
で
あ
る
が
、
高
台
付
の
も
の
も
四
片
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
土
師
器
の
査
二
個
の
中
一
個
は
、
丹
彩
が
施
さ
れ
て
い
る
。

4 

石
製
品

石
製
品
は
、
第
八
号
噴
出
土
の
紡
錘
車
二
個
で
あ
る
。
二
個
と
も
に
滑
石
製
で
、
形
式
・
大
き
さ
と
も
に
相
類
似
し
て
い
る
。
底
面
径
三
・
四

セ
ン
チ
、
上
面
径
三
・

0
セ
ン
チ
、
高
さ

0
・
七
セ
ン
チ
、
他
の
一
個
は
底
面
径
三
・
四
セ
ン
チ
、
上
面
径
二
・
六
セ
ン
チ
、
高
さ

0
・
九
セ
ン

チ
で
、
孔
は
と
も
に
径

0
・
六
セ
ン
チ
で
あ
る
。

5 

そ
の
他



第

一
号
墳
の
奥
室
お
よ
び
前
室
の
落
込
土
層
の
中
間
層
か
ら
人
骨
片
と
と
も
に
、
中
世
の
土
器
片
が
伴
出
し
て

い
て、

こ
の
古
墳
が
中
世
に
は
す

で
に
破
壊
さ
れ
墓
地
と
し
て
再
利
用
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
っ

て
い
る
。

ま
た
、

第
八
号
墳
の
石
室
内
落
下
土
層
中
か
ら
寛
永
通
宝
と
陶
磁
器
片
若
干
が
出
土
し
て

い
て、

遺
体
は
発
見
さ
れ
な
か

っ
た
が
、

こ
の
古
墳

も
近
世
に
墓
地
と
し
て
再
利
用
さ
れ
た
可
能
性
を
暗
示
せ
し
め
て
い
る
。

七

括

こ
の
古
墳
群
は、

一
O
基
か
ら
な
る
円
墳
群
で
あ
る
が
、
内
部
主
体
が
横
穴
式
石
室

・
箱
式
石
棺

・
粘
土
問

・
土
拡
と
そ
れ
ぞ
れ
特
色
あ
る
構

造
を
有
す
る
古
墳
群
と
し
て
、

県
内
で
は
余
り
他
に
例
を
み
な
い
も
の
で
あ
る
。
特
に
、
内
部
主
体
が
粘
土
問
ま
た
は
土
地
と
な
っ
て
い
る
古
墳

は
、
そ
の
例
が
少
な
く
、
ま
た
、
周
濠
を
有
す
る
円
墳
は
県
内
で
は
他
に
確
実
な
例
が
な
く
、
羨
道
部
が
封
土
を
切
り
込
ん
だ
ま
ま
の
土
壁
で
構

成
さ
れ
て
い
る
古
墳
も
県
内
で
は
新
例
で
あ
る
。
こ
の
古
墳
群
は
、
内
部
主
体
を
は
じ
め
と
し
て
そ
の
構
造
が
多
彩
で
あ
り
、
し
か
も
県
内
で
は

他
に
例
を
見
な
い
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
そ
の
構
造
上
の
特
色
が
こ
の
古
墳
群
の
価
値
を
高
め
て
い
る
と
い
う
乙
と
が
で
き
る
。

乙
の
古
墳
群
は
、
出
土
し
た
土
器
あ
る
い
は
馬
具
、
あ
る
い
は
滑
石
製
の
模
造
玉
な
ど
か
ら
み
て
、

第

一・

第
二
・

第
八
号
な
ど
の
横
穴
式
石

室
墳
は
古
墳
時
代
後
期
の
七
世
紀
前
半
、
す
な
わ
ち
群
集
墳
が
盛
行
し
た
時
期
の
所
産
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る。

ま
た
、

石
室
の
構
造
や
石

室
と
封
土
と
の
対
比
な
ど
か
ら
み
て
も
、

こ
れ
ら
三
基
の
古
墳
を
七
世
紀
前
半
に
比
定
す
る
乙
と
が
最
も
穏
当
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る。

県
内
に
発
見
例
の
少
な
い
粘
土
榔
の
築
造
年
代
は
、
そ
の
副
葬
品
等
の
出
土
が
少
な
い
乙
と
と
相
ま
っ
て
、

今
後
の
研
究
に
ま
つ
べ
き
点
が
多

い
と
考
え
ら
れ
る
。
小
城
町
弁
財
天
山
の
粘
土
榔
古
墳
は
、
円
墳
で
あ
っ
て
、
封
土
の
規
模
を
ほ
ぼ
同
じ
く
す
る
横
穴
式
石
室
墳
と
二
基
並
ん
で

築
成
さ
れ
て
い
た
。

乙
の
横
穴
式
石
室
墳
は
、

一
部
に
切
石
を
使
用
し
、
格
子
文
の
線
彫
文
様
の
あ
る
側
壁
を
有
し
、
七
世
紀
前
半
の
築
造
に
な

る
も
の
で
あ
っ
て
、

こ
の
こ
と
か
ら
こ
の
粘
土
問
墳
も
一

応
七
世
紀
前
半
の
所
産
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
た
。



四

こ
の
山
浦
古
墳
群
の
第
三
号
・

第
四
号
の
二
基
の
粘
土
偶
墳
は
、

第

一
号
・
第
二
号
の
二
基
の
横
穴
式
石
室
墳
と
丘
陵
の
尾
根
上
ま
た
は
尾
根

近
く
に
、
ほ
ぼ
一
直
線
上
に
、
し
か
も
ほ
ぼ
一
定
の
間
隔
を
も
っ
て
並
ん
で
築
成
さ
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
乙
れ
は
こ
の
四
基
の
古
墳
の

築
成
に
一
つ
の
意
志
が
働
い
て
い
る
結
果
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
、
乙
の
二
基
の
粘
土
問
墳
も
一
応
横
穴
式
石
室
墳
と
同
じ
く
七
世
紀
前
半
の
築

成
と
推
定
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

三
基
の
箱
式
石
棺
墳
は
、
そ
の
構
造
や
大
き
さ
が
相
類
似
し
て
い
る
点
か
ら
み
て
、
同
一
時
期
の
も
の
と
し
て
あ
や
ま
り
は
な
か
ろ
う
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
箱
式
石
棺
に
は
、
土
器
類
が
副
葬
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、

一
個
で
は
あ
る
が
鉄
斧
が
副
葬
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
比
較
的
に
古
い
要

素
を
有
し
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
石
棺
墳
の
中
、
第
九
号
墳
の
一
基
の
み
が
尾
根
上
に
あ
っ
て
、
他
の
二
基
は
丘
腹
ま
た
は
丘
麓
に

築
成
さ
れ
て
い
て
、
立
地
上
優
位
な
場
所
を
占
有
し
て
い
な
い
点
が
注
目
さ
れ
る
。
特
に
、
尾
根
上
に
横
穴
式
石
室
墳
や
粘
土
問
墳
と
一
直
線
上

に
並
ん
で
築
成
さ
れ
て
い
る
第
九
号
墳
の
石
棺
か
ら
多
数
の
平
玉
・
小
玉
な
ど
の
滑
石
製
模
造
玉
が
出
土
し
て
い
る
乙
と
も
注
目
さ
れ
る
点
で
あ

ろ
う
。
乙
の
滑
石
製
模
造
玉
は
、
古
墳
時
代
の
祭
肥
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
る
例
が
多
い
祭
杷
遺
物
で
あ
っ
て
、
古
墳
の
副
葬
品
と
し
て
も
発
見
さ

れ
る
例
は
あ
る
が
、
乙
の
第
九
号
墳
か
ら
出
土
し
た
よ
う
に
ゴ
二
五
個
も
発
見
さ
れ
た
例
は
県
内
で
は
他
に
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
。
乙
れ
は
、

喪
葬
儀
礼
と
神
祭
と
が
未
分
化
の
古
い
要
素
を
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

乙
の
滑
石
製
模
造
玉
は
、
こ
の
古
墳
群
で
は
横
穴
式
石
室
墳
で
あ
る
第
八
号
墳
か
ら
匂
玉
六
個
が
出
土
し
て
い
る
。
乙
の
滑
石
製
模
造
玉
は
、

神
祭
が
喪
葬
儀
礼
か
ら
分
離
し
、
神
祭
が
普
遍
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
古
墳
時
代
後
期
に
、
神
祭
用
の
模
造
玉
が
逆
に
喪
葬
儀
礼
に
も
転

用
さ
れ
、
古
墳
の
副
葬
品
と
し
て
も
用
ら
れ
た
結
果
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
の
が
最
も
穏
当
で
は
な
か
ろ
う
か
。
石
棺
墓
の
立
地
や
滑
石
製
模
造
玉

な
ど
か
ら
み
て
、
乙
の
三
基
の
石
棺
墓
も
横
穴
式
石
室
墳
や
粘
土
榔
墳
と
同
じ
時
期
、
す
な
は
ち
七
世
紀
前
半
ご
ろ
の
築
成
に
な
る
も
の
で
あ
ろ

う
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

丘
尾
花
築
成
さ
れ
て
い
る
第

一
O
号
墳
は
、
内
部
主
体
は
横
穴
式
石
室
で
あ
る
が
、
周
濠
を
有
し
て
い
る
こ
と
、
埴
輪
を
埋
置
し
て
い
る
こ
と
、



石
室
内
部
に
丹
彩
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
他
の
横
穴
式
石
室
墳
と
そ
の
構
造
が
著
る
し
く
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
腰
石
に
巨
石
を
用
い

ず
、
下
部
か
ら
す
べ
て
肩
平
板
石
の
小
口
積
み
で
あ
り
、
特
に
、
袖
石
が
な
く
羨
道
部
が
短
か
い
こ
と
な
ど
、
浜
玉
町
の
横
田
下
古
墳
に
相
通
ず

る
一
面
が
あ
る
。
し
か
し
、
盗
掘
の
た
め
遺
物
が
少
な
く
、
副
葬
品
を
通
し
て
こ
の
古
墳
の
築
成
時
期
を
推
定
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
が
、
須

恵
器
の
高
係
片
が
一
個
と
滑
石
製
平
玉
一
個
が
出
土
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

丘
尾
の

一
角
を
占
有
し
て
い
る
立
地
条
件
、
周
濠
の
存
在
や
石
室
の
構
造
、
そ
し
て
出
土
し
た
副
葬
品
な
ど
か
ら
み
て
、
乙
の
第
一

O
号
墳
は

他
の
古
墳
よ
り
そ
の
築
造
の
時
期
が
幾
分
さ
か
の
ぼ
り
、
六
世
紀
後
半
と
ろ
の
築
成
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
山
浦
古
墳
群
は
、

六
世
紀
後
半
か
ら
七
世
紀
前
半
ご
ろ
に
か
け
て
営
ま
れ
た
群
集
墳
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
築
造
さ
れ
た
時
期
は
七
世
紀
前
半
が
中
心
と

な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
時
期
に
安
良
川
流
域
の
こ
の
山
浦
地
方
の
開
発
が
進
み
、

農
耕
集
落
も
発
達
し
て
、
首
長
層
の
台
頭
も
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

乙
の
古
墳
群
の
最
も
大
き
な
特
色
で
あ
る
古
墳
の
内
部
主
体
の
構
造
の
多
彩
性
、

乙
れ
は
何
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
乙
の
課
題
の
究

明
が
、
最
も
重
要
な
こ
と
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
古
墳
群
の
築
成
時
期
の
み
に
つ
い
て
推
論
し
、

一
応
将
来
の
研
究

課
題
と
し
て
問
題
提
起
の
み
に
と
ど
め
て
お
く
乙
と
に
し
た
。

二
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第 3図 山浦古墳群の所在する低丘陵



第4図 第 1号墳封土実測図
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第6図第 1号墳断面実測図
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第 7図第 1号石室

(奥室の 側壁)

(奥室の奥壁)

五

(奥室から前室の閉塞石を望む)



第 8図第 2号墳石室

(羨道から前室 ・奥室を望む)

(前室の閉塞堆石)

(土側壁羨道から石室を望む)

(前室の閉塞石)

(奥室の側壁)
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第9図第 3号墳実測 図
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第11図第 6号墳実測図
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第12図第 7号墳実測図

O SlO40 100ω"" 
1:::=土=コ=l:ニ

四
O 



第13図 粘 土 榔 と 石 棺

第 6号墳(箱式石棺) 第4号墳(粘土構)

四

第7号墳(箱式石棺の査石)



第14図第 8号墳実測図
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第15図第 8号墳石室

(羨道より奥室を望む)

四

(奥室より羨道を望む)



第16図第 9号墳実測図
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第18図第 10号墳石室実測図
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第19図出土遺物一一玉類

勾玉と管玉(第 6号噴出土)
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滑石製模造玉とガラス玉(第 9号噴出土)
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勾玉 (第 1号墳出土)



第20図出土 遺 物一耳環
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出土遺物一一鉄器 類第21図
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第22図出土遺物一一馬具類
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第23図 出 土 遺 物 紡錘車
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第24図出土 遺 物 一 一 土 器 類

須恵器部蓋(第2号墳羨道出土)

須恵器坪蓋(第2号墳羨道出土)

須恵器時身(第2号墳閉塞石下出土)
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